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１．小谷地域の課題

○国道148号小谷道路は、新潟県と長野県の県境山地部を通過し、小谷地域
の生活道路、広域交通のアクセス経路としての役割を担っているが、以
下の課題を抱えている。

①幅員狭隘や線形不良により、大型車等のすれ違いが困難となっている。

②県境山地部に位置しているため、冬期降雪の影響により、大型車のス
リップ事故や登坂不能に伴う通行止めが発生している。

③周辺には高速道路が並行していないため、国道148号は小谷地域の住民や、
北陸方面と長野・関東方面を結ぶ交通にとって、唯一の幹線ネットワー
クとなっており、代替路が無い。

○当該区間の線形不良箇所や冬期の交通障害の状況

【カーブが連続する区間で
大型車のすれ違いが難しい】

【降雪による大型車のスリップや登坂不能】
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8

小谷道路

国道148号小谷区間(現況)の利用内訳
※H17交通量推計結果（百台/日以上を対象）

糸魚川市⇔小谷村 １０％

糸魚川市⇔白馬村 ８％
富山石川⇔小谷村 ５％

上越市以東⇔中京 ４％
その他地域間 ２％

富山石川 大町市以南
⇔

関東方面

糸魚川市 大町市以南
⇔

関東方面

４３％

１９％

上越市以東⇔大町以南･関東方面 ９％

○広域幹線ネットワークを支えているが、周辺には代替路が無い

－1－



２．事業の概要

１）事業の目的
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148
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当該事業は、

○道路幾何構造上の問題箇所の解消

○冬期通行障害の解消

○広域幹線ネットワークの形成

を目的として、国道148号の長野県北安曇郡小谷村大字北小谷字穴平から

字下平間の延長4.6kmについて道路整備（一次改築）を行うものである。

【位置図】
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２）事業の概要

●事 業 名：小谷道路

●起 終 点：(自)長野県北安曇郡小谷村大字北小谷字穴平

(至)長野県北安曇郡小谷村大字北小谷字下平

●延 長：4.6km ●供 用 済 ：3.4km

●事 業 化：昭和63年度 ●用地着手 ：平成元年度

●工事着手：平成元年度 ●全体事業費：224億円

【横断図】

計画 一般部（土工部） 計画 橋梁部単位：ｍ 単位：ｍ

おたり どうろ

きたあずみぐん おたりむら おおあざ きたおたり あざあなたいら

きたあずみぐん おたりむら おおあざ きたおたり あざしもたいら

現 況 単位：ｍ
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【路線図】

残事業区間 L=1.2km

（全区間路肩拡幅・片側歩道整備）

～H18供用済

現道橋梁 姫三橋
25t非対応

冬期大型車登坂不能
頻発箇所
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→→R=140mR=140m
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平面曲線
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（起） （終）
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縦断勾配

11.50

6.001.0 2.02.5 0.450.45
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１）事業の経緯

３．現在に至る経緯等

２）事業の進捗状況

全体 執行済額 進捗率 残事業費

事業費 224億円 212億円 94.6% 12億円

うち用地費・補償費 2.9億円 2.9億円 100% 0.0億円

（平成22年度末現在）
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関東地整施工
L＝1.1km

年 度 主な経緯

S56～S60 計画線調査

S61.9.27 ルート承認

S61～S62 実施調査（関東地方建設局長野国道工事事務所）

S63 事業着手（計画延長 5.7km）

H元 工事着手（関東地方建設局長野国道工事事務所）

H5 4.6kmを関東地方建設局長野工事事務所から北陸地方建設局高田工事事務所に引継。工事着手

H6.11.25 長野国道工事事務所担当区間 供用開始 L=1.1km

H9.11.25 下寺～下平 供用開始 L=2.3km

H12.11.21 須村～下寺 供用開始 L=0.95km

H18.11.17 新光明沢橋 供用開始 L=0.2km
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①施工方法の見直し

種子、木質繊維、土壌改良材、肥料

吹付け材料の見直しで

約０．０１億円
のコスト縮減！

４）見直し後の事業費

全体 執行済額 進捗率 残事業費

事業費 253億円 212億円 83.8% 41億円

うち用地費・補償費 2.9億円 2.9億円 100% 0.0億円

（平成22年度末現在）

◆見直し前の使用材料 ◆見直し後の使用材料

木質繊維、土壌改良材、肥料

施工直後
施工１年後

現地の植生状況を考慮し、
吹付け材料を見直す

【コスト縮減内容】

【コスト縮減額合計 ０．０１億円】

４．事業内容の見直し

【コスト増額内容】
①孔壁保護のための鉄筋挿入工法の見直し 【＋１１．８億円】

・切土補強土工の施工段階で、孔壁が自立しなかったことから、孔壁保
護の必要が生じ、工法を二重管削孔方式へ変更した。
②ＪＲへの雪崩防止に係わる雪崩予防柵設置の見直し 【＋９．５億円】

・平成２２年３月に発生した斜面崩壊によるＪＲ大糸線運休に伴い、斜
面点検を実施した結果、雪崩の危険性箇所において、ＪＲへの雪崩防止の
必要が生じ、雪崩予防柵が増設となった。
③定着層の摩擦抵抗値不足によるアンカー長の見直し 【＋３．４億円】

・地質調査及び引き抜き試験の結果、所定の周辺摩擦抵抗値を確保する
必要が生じ、アンカー長を延伸した。
④冬期交通障害の防止に係わる道路消融雪施設の設置 【＋４．３億円】

・冬期交通障害の発生が多い箇所おいて、冬期の安全で円滑な交通確保
の必要から、道路消融雪施設の設置費用が増額となった。

【増額合計 ＋２９億円】

－5－



項 目 H21再評価 今回再評価

供用区間 ３．４㎞ ３．４㎞

計画交通量 ４,９００台/日※1 ４,６００台/日※2

事業費 ２２４億円 ２５３億円

車線数 完成２車線 完成２車線

便益
（Ｂ）

全体 ２３８億円※3

２８１億円※4

３．８億円※5

０．４０億円※6

１．５億円※7

６６億円※10

８．５億円※11

＋α※8

＋β※9

残 ３８億円※3

４６億円※4

４．４億円 ※5

０．０億円※6

０．０億円※7

０．０億円※10

０．０億円※11

＋α※8

＋β※9

費用
（Ｃ）

全体 ２９８億円 ３２７億円

残 ３３億円 ３６億円

○主な変更内容

便益に関する主な変更内容

●各交通分野の将来交通需要推計手法の改善（第１段階）により変更

５．前回再評価からの変更点

－6－

※1 H42推計（H17道路交通センサス）、H23.2.1総点検前

※2 H42推計（H17道路交通センサス）、H23.2.1総点検後

※3 ３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）

※4 (1)災害時の迂回を含む走行時間短縮等（３便益に「迂回等便益」「冬期便益」「休日便益」を含む）①～⑤

※5 (2)災害による被害の回避（人命・資産、地域経済）⑥

※6 (2)災害による被害の回避（人命・資産、地域経済）⑦

※7 (2)災害による被害の回避（人命・資産、地域経済）⑧

※8 (2)災害による被害の回避（人命・資産、地域経済）⑨

※9 (3)地域住民の不安解消

※10 (4)その他効果⑩

※11 (4)その他効果⑪



６．防災面を含む当該道路の多様な役割・効果

○防災面を含む多様な便益は以下のとおり。

－7－

小谷道路の役割 具体的内容

（
１
）
災
害
時
の
迂
回
を
含
む

走
行
時
間
短
縮
等

①

走行時間短縮便益 ◆線形の悪い狭隘区間を解消
・現道等における大型車のすれ違い困難区間が解消される。
◆小谷道路の整備により円滑な走行環境が確保
・小谷村役場～糸魚川市役所までの所要時間が約２分短縮する。

走行経費減少便益

②災害等迂回便益
◆冬期交通障害による通行止め等の影響を回避
・冬期の大型車によるスリップや登坂不能による通行止めが回避

③冬期便益
◆冬期におけるスムーズな交通の確保
・小谷道路は長野県と新潟県の県境山地部に位置し、降雪日が多いため、小谷

道路の整備により冬期交通の確保を支援する。

④休日便益 ◆休日には観光等による交通量が増加

⑤交通事故減少便益 ◆安全な走行環境が確保され、事故件数が年間約2割削減される。

（
２
）
災
害
に
よ
る
被
害
の
回
避

⑥通行止めによる
営業停止損益の
解消

◆頻発する冬期交通障害等による通行止めを解消し、災害等に強い信頼性の高
い交通を確保

・年平均7.8回（27.9時間）の通行止めを解消

⑦救命救急施設への
アクセス向上

◆救急車到着のアクセス向上
（時間短縮エリア人口 97人）

⑧災害時における
交通の確保

◆災害時唯一の幹線道路として災害に強い信頼性の高い交通を確保
・H17年7・11水害の80日間の全面通行止め実績の回避

（100年に１回確率）

⑨バス路線の
利便性・信頼性
向上

◆湯原などの北小谷地区にとって日常生活圏の中心都市である大町市に連絡す
る唯一の生活道路

・通学を兼ねた村営バスも運行されており、災害等に強い信頼性の高い交通の
確保が切望されている。

（
３
）
地
域

住
民
の
不

安
解
消

⑩地域唯一の道路と
しての役割

◆通行止め解消により不安感が解消
・小谷地区において、災害時の通行止めが解消することにより不安感が解消される。

（
４
）
そ
の
他
効
果

⑪観光消費額の
増加

◆広域的な観光ネットワークの形成や広域交通拠点とのアクセス向上・信頼性
を確保し、観光支援。

・道路状況が大きく改善された平成9年を境に、国道148号の長野・新潟県境部
の観光バスが平均58台/12h増加。

⑫物流幹線として
物流効率化を支援

◆道路状況が大きく改善された平成９年を境に、他路線から国道148号に普通
貨物車が転換。物流の効率化に貢献。

（H9年前 平均587台/12h→H9以降 平均1,244台/h）



0.0  20.0  40.0  60.0 

整備後

整備前

0.0  20.0  40.0  60.0 

整備後

整備前

○ 小谷道路の整備により、小谷村役場から糸魚川市役所間の所要時間が

約２分短縮する。

○ 小谷道路の整備により、事業区間の旅行速度が21km/h向上する。

【小谷村役場～糸魚川市役所グラフ】

○走行速度の向上（小谷道路区間）

【整備前後の事業区間平均旅行速度】

※H42将来交通量推計に基づく

○所要時間の短縮

８

N

糸魚川市役所

小谷道路

北小谷地区
192世帯400人

※ 図中北小谷地区人口・世帯数
H23.1.31 住民基本台帳（小谷村資料） 小谷村役場

整備後整備後44.544.5分分
約約1.61.6分短縮分短縮

整備前整備前46.146.1分分 148

(Km/h)

27km/h

48km/h

約21km/h
向上

(分)

46.1（分）

44.5（分）

約2分
短縮

○小谷道路の整備により、走行時間短縮による年間４．５億円の便益が発生する。
○供用後50年間の総便益は、割引率4％などを考慮すると２１７億円と算出される。

■走行時間短縮便益

■走行経費減少便益

○小谷道路の整備により、走行経費減少による年間０．７３億円の便益が発生する。
○供用後50年間の総便益は、割引率4％などを考慮すると３３億円と算出される。

※出典：「費用便益分析マニュアル」H20年11月国土交通省

※出典：「費用便益分析マニュアル」H20年11月国土交通省

1) 走行時間短縮便益・走行経費減少便益

10
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○ 冬期の大型車によるスリップや登坂不能による通行止めが多発し、冬期
には、年平均7.4回（25.8時間/年）の通行止めが発生している。

○ 住民アンケート結果では、約６割が積雪期のスムーズな交通確保を問題
としている。

○ 小谷道路の整備により、災害等に強い信頼性の高い交通が確保される。

Ｂ＝ 迂回に伴う増分経費（走行時間費用＋走行経費） × 日交通量 × 通行止め日数

＝ ９．２億円（４．０億円） 全体（残事業）

※ 日交通量＝ 4,600台／日、通行止め日数＝１．２日

○ 通行止めの解消（迂回の解消）による便益の考え方

2) 災害等迂回便益
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【冬期の通行止め状況】

・積雪時路面状態が悪く、大型車
両がスリップし、３～４時間の渋
滞に巻き込まれる人の気持ちを
考えて！
出典：小谷道路アンケート調査結果

（小谷村ＨＰ）

住民の声

○降雪による大型車のスリップや登坂不能による通行止めが多発

○地域住民は、積雪期のスムーズな
交通確保を問題点として考えている。

降雪による大型車
のスリップ・
事故・渋滞

渋滞により事故
処理の警察車両も
影響を受ける ・今年の２月に大型車の事故で救

急車の通行に支障が生じた。なん
とか事故車両を回避したが、トラッ
クに追突され搬送できず、パトカー
対応で糸魚川に搬送で切り抜けた。
出典：北アルプス広域消防本部

北部消防署ヒアリング（H21.6）

消防本部の声

年間平均7.4回（25.8時間）
の通行止めが発生

年間平均0.4回（2.1時間）
の通行止めが発生

冬期の

通行止め

雨量による

通行止め

年間平均7.8回（27.9時間）
の通行止めが発生

通行止め

計

出典：平成21年5月小谷道路アンケート調査結果(小谷村）

急カーブ・
急勾配で危険
379(37％) 

積雪期にスムーズで確実な通
行ができない。時間が遅れる。
215(21％) 

積雪期にスムー
ズな通行ができ
ないため、急病
など緊急時のこ
とが心配
198(20％) 

交通事故や
登坂不能車が
地域の生活
交通に影響
179(18％) 

その他
18(2％) 

問題は
感じていない

18(2％) 

※ 金額は供用後50年間の便益として算定
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降雪日と平均降雪量の推移

○ 降雪日の平均日降雪量は8.5cm/日

降雪開始
～終了日数

＝ 冬期間日数

冬期間のうち、
降雪があった日

冬期間のうち、
降雪がなかった日

133日間 105日間 28日間

○ 冬期間（降雪開始～終了日）133日間のうち、
105日間が降雪日

過去10年間の平均降雪日数（小谷）

○ 北陸地整管内では、通常期に比べ、降雪日で
は13％、冬期の降雪日以外で6％の速度低下

冬期は降雪により
速度が低下

冬期間の速度低下

60

40

45

55

50

平
均

速
度

（
km

/
h
）

57.1km/h

53.7km/h

49.4km/h
6%低下

13%低下

通常期 【冬期】
降雪のない日

【冬期】
降雪のある日

【北陸地整管内直轄国道の冬期旅行速度】

※3ヶ年（Ｈ18～Ｈ20）平均 全27箇所対象

出典：気象庁AMeDAS観測データ（観測地点：小谷）

出典：気象庁AMeDAS観測データ（観測地点：小谷）

○ 冬期の積雪等による影響を考慮した便益の考え方

Ｂ＝冬期走行短縮時間 × 冬期日数

× （走行時間費用 ＋ 走行経費）

＝１２億円（１．８億円） 全体（残事業）

※ 金額は供用後50年間の便益として算定

108 113
130

105 106

131

88

124

68
80

9.7

8.0 8.3 8.7
9.7 9.5

6.2

7.9
7.4

9.7

0

5

10

15

0

50

100

150

200

250

300

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

降雪日数

降雪日平均降雪量

3) 冬期便益

○ 当該道路は、長野県と新潟県の県境の山地部に位置し、気温は低く、
年間105日の降雪日がある。

○ 更に、急勾配・急カーブとなっており、路面の凍結・圧雪で走行速度
が低下する。

○ 小谷道路の整備により、冬期間におけるスムーズな交通の確保が期待
されるとともに、安全性・信頼性が向上する。

整備あり60㎞/h、整備なし40㎞/h、
冬期低減率50%とした場合

整備
なし

整備
あり

通常期

通常期

冬期

冬期 Ｂ
冬期の方が時間差が大きい

走行時間
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○ 近年、富山空港や立山黒部アルペンルートへの外国人観光客が増加し、
小谷道路区間にも外国人観光客（アジア人）の利用ルートとなっている。

○ また、小谷道路は北陸から長野県の観光ルートとしての貢献が大きい。
○ 休日には、観光目的とした交通が増加し、10月の休日交通量は平日交通

量の約1.3倍に増加している。

○ 休日の交通量増加を考慮した便益の考え方

Ｂ＝休日交通の増加割合 × 休日日数

×（走行時間費用 ＋ 走行経費）

＝ ７．４億円（１．１億円） 全体（残事業）

日数（日） 平休比

休日
交通
考慮

5月 13 1.2

7月 9 1.1

9月 11 1.2

2月 9 1.3

3月 9 1.2

通 常 314 1.0

※ 金額は供用後50年間の便益として算定

【駐車場ナンバー調査（H18.12.10、H19.2.3）
白馬五竜スキー場資料】

外国人
0.0%

中四九
0.0% 新潟県内

12.8%
北陸
4.3%

関東
29.6%

県外
87.2%

中部中部
52.8%52.8%

133.8133.8千人千人

近畿
0.4% 東北

0.1%

海水浴場
入込客数

253.5千人

○外国人観光客の入り込み増加 ○主な観光地の方面別入り込み客数

北陸北陸
7.5%7.5%

近畿近畿
7.1%7.1%

関東
24.6%

長野
県外
65.5%

中部
24.1%

その他
2.3% 長野

県内
34.5%

白馬五竜
スキー場

観光入込客数

386.5千人

北陸・近畿で北陸・近畿で

全体の全体の14.614.6％％、、

推定入込客数推定入込客数

はは56.456.4千人千人

【H19新潟県観光動態の概要】

【糸魚川市海水浴客出発方面割合】

海に隣接してい海に隣接してい

ない長野を含むない長野を含む

中部地方からの中部地方からの
入込客入込客52.8%52.8%

推定入込客数は推定入込客数は

１１33.833.8千人千人

【白馬五竜スキー場駐車場ナンバー調査結果
による出発方面割合】

0

10

20

30

40

50

Ｈ12 Ｈ14 Ｈ16 Ｈ18 Ｈ20

中国

韓国

台湾

（千人）

【富山空港国際チャーター便利用状況】

41

31

19

46

4
2

0.30.40.6

【白馬村平成２０年中における
外国人観光客宿泊者数 】

出典：白馬村 資料

アジア
21,370人
(43%)

ヨーロッパ
3,873人(8%)

南北アメリカ
4,650人(9%)

オセアニア
18,662人

(38%)

国別不明
1,109人(2%)

アジア系観光客はアジア系観光客は

富山空港富山空港かか小松空小松空

港港を利用している。を利用している。
（白馬村村長）（白馬村村長）

バ
ス
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北陸自動車道

富山富山
空港空港

［北陸方面と長野県を結ぶ観光ルート］［北陸方面と長野県を結ぶ観光ルート］

長野県長野県

北陸方面北陸方面

○ 5，7，9，2，3月が平休交通量比1.1以上

0.00

0.50

1.00

1.50

平
休

比

【国道148号 月別交通量 休日/平日比】

出典：国道148号 山之坊トラカンデータ（Ｈ21年度）

4
月

5
月

6
月

7
月 8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月 1
月

2
月

3
月

1.2
1.1 1.2

1.3
1.2

4) 休日便益
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5) 交通事故減少便益

○ 小谷道路の整備により、交通事故件数は約0.5件/年（15%）削減する。

長 野 県

小 谷 村

小谷道路 L=4.6km

長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

大
字
北
小
谷
字
穴
平

新 潟 県

糸 魚 川 市

姫 川

（終）（起）

供用済区間 L=3.４km

残事業区間残事業区間 L=1.L=1.２２kmkm

｢道の駅｣
小谷

至

糸
魚
川
市

至

大
町
市

JR 大糸線

N

長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

大
字
北
小
谷
字
下
平

148

交通事故件数の削減（H42推計）

※ 小谷道路整備区間を対象として算出

0.0  1.0  2.0  3.0  4.0 

整備後

整備前

(件/年)

3.3件

2.8件

約0.5件
削減

○小谷道路の整備により、平均事故件数が年間約０．５４件減少し、年間０．０４億円の
便益が発生する。

○供用後50年間の総便益は、割引率4％などを考慮すると１．８億円と算出される。

■交通事故減少便益 ※出典：「費用便益分析マニュアル」H20年11月国土交通省
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○ 冬期の大型車によるスリップや登坂不能による通行止めが多発し、冬期に
は、年平均８．３回（２９．２時間/年）の通行止めが発生している。

○ また、雨量規制による通行止めも発生し、就業に影響を及ぼしている。
○ 小谷道路の整備により、災害等に強い信頼性の高い交通が確保される。

6) 通行止めによる営業停止損益の解消
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【冬期の通行止め状況】

○降雪による大型車のスリップや登坂不能による通行止めが多発

降雪による大型車
のスリップ・
事故・渋滞

渋滞により事故
処理の警察車両も
影響を受ける 年間平均7.4回（25.8時間）

の通行止めが発生

年間平均0.4回（2.1時間）
の通行止めが発生

冬期の

通行止め

雨量による

通行止め

年間平均7.8回（27.9時間）
の通行止めが発生

通行止め

計

※ 金額は供用後50年間の便益として算定

Ｂ＝ 対象地域の産業別就労人口 × 被害確率 × 通行止め日数 × 産業部門別利益

＝ ３．８億円（４．４億円） 全体（残事業）

※対象地域：小谷村を対象
産業別就労人口：第1次 365人、第2次 425人、第3次 1,276人
通行止め日数：1.2日、被害率：24.6％
産業部門別利益：第1次 12,152円/日・人、第2次 63,065円/日・人、第3次 37,996円/日・人

○ 通行止めによる営業停止損失額の減少による便益の考え方

○H7.7.11水害の状況
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○ 当該道路は、北小谷地区から第２次医療施設である大町総合病院への唯
一のアクセス路となっており、代替路がない。
○ しかし、冬期間における交通障害等により、信頼性が問題となっている。
○ 県境を越えた新潟県の病院への救急搬送も少数ではあるが存在する。

救急車
（1分以上時間短縮）

自家用車等
（1分以上時間短縮）

人口重心位置(人口密集地
or主要な交差点で設定）

内の数値は3次メッシュ人口

【救急車利用時の便益算定対象エリア】

北部消防署
（白馬村）

救急車利用時
受益人口：97人

救急車利用時
エリア人口

９７人

人命価値 ２．２６億円／人

○ 救急医療へのアクセス向上による便益の考え方

Ｂ＝救命救急アクセス向上エリア人口 × 疾病発生率
×時間短縮による死亡改善率 ×人命価値＝ ０．４０億円（０．００億円） 全体（残事業）

・積雪期にスムーズな通行ができないため、急病などの
緊急時のことが心配。

・小谷を通過していく交通が事故や登坂不能となり、地
域の生活交通に影響を及ぼしている。

住民の声

緊急事態における時間経過と死亡率の関係（カーラーの曲線）

経過時間

整備後：約24分 整備前：約26分

死亡率

多量出血時の多量出血時の

死亡率が死亡率が

約８％改善約８％改善８％改善８％改善

所要時間短縮による生存率の向上

整備前
死亡率
約36.3%

整備後
死亡率
約28.8%

北小谷への
到達時間

26分→24分
約２分の短縮

救急車の現場到着時間に着目

消防署 現場（自宅等）

7) 救命救急施設へのアクセス向上

○病院、消防署と道路の関係

県境を越えて
救急患者が搬送

されている実績あり

第三次救急医療施設

安曇総合病院

安曇野赤十字病院

大町総合病院

県外の病院

その他

第一次救急医療施設

3%
(39人) 15%

(200人)

大町総合病院
60%(823人)

2%
(25人)

糸魚川市
の病院

2%(11人)

19%
(266)

小谷村
救急患者
搬送割合

搬送者1396人

【小谷村救急患者搬送実績 (H14～H20)】

※ 金額は供用後50年間の便益として算定

○救急車の通報から現場到着までの時間

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

新潟 富山 石川 福井 全国 長野 大北地区 小谷村

道路整備率

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

　割合
道路整備率 現場到着20分以上の割合

21.9%

大北地域

21,9％

小谷村

【現場到着時間別出動件数の状況】
（通報から現場到着までの所要時間 20分以上の割合）

長野県 3.4％ 全国ワースト ４位
大北地域 5.4% 
小谷村 21.9% 

長野県平均

全国平均

全国ワースト４位
の長野県平均
の約１．５倍

【北部消防署～北小谷地区 整備前 26分→整備後 24分】
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○ 一級河川姫川沿いは、糸魚川・静岡構造線に代表されるような危峻でも
ろい地質により、過去の大規模降雨時おいて度々氾濫し、路面冠水や土
砂流出・地滑りといった災害を引き起こしている。

○ 近年では平成7年の7.11水害により、白馬村～県境間が被災し、終日全
面通行可能までに約２ケ月を要し、他に代替路もないことから、地域の
日常生活や経済活動に多大な影響を及ぼした。

○ 災害時の唯一の幹線道路として災害に強い道路整備が望まれている。

小谷道路 L=4.6km

長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

大
字
北
小
谷
字
穴
平

(終)(起)

供用済区間供用済区間

L=3.L=3.４４kmkm

至

大
町
市

N

大
字
北
小
谷
字
下
平

長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

残事業区間残事業区間

L=1.L=1.２２kmkm

光
明
沢

小
山
沢

平
倉
洞
門(

旧
道)

社沢・小山沢
付近土砂流出

小山沢唐沢 土砂流出、路面冠水

長長 野野 県県

小 谷 村

新新 潟潟 県県

糸 魚 川 市
姫
川

至

糸
魚
川
市

県
境

社
沢外

沢

JR 大
糸線

真
木
沢湯

原
沢

新国堺橋流出

：国道148号被災個所

｢道の駅｣
小谷

148

中
土

唐沢(雨中)

川尻土砂流出

※ 通行止め日数：80日（100年に1回）

○ 災害時の迂回解消による便益の考え方

月　日 時　間 規制区間 規制内容 規制理由

7月11日 17：50 ～ 小谷村 中土　～　県境 全面通行止 事前規制

19：15 ～ 白馬村 新田　～　小谷村 中土 全面通行止 事前規制

7月12日 14：50 ～ 大町市 木崎　～　大町市 佐野坂トンネル 全面通行止 大町市　築場土砂流出

18：20 ～ 大町市 木崎　～　大町市 佐野坂トンネル 全面通行止　解除

18：20 ～ 大町市 海ノ口駅前 全面通行止 迂回路あり

7月13日 18：15 大町市 海ノ口駅前 全面通行止　解除 大町市～白馬村新田まで通行可能となる

7月15日 16：00 白馬村 新田　～　小谷村 下寺 救急車両通行可

7月17日 13：00 ～ 白馬村 新田　～　小谷村 川尻 全面通行止　解除 大町市～小谷村川尻まで通行可能となる

8月6日 6：00 小谷村 川尻　～　小谷村下寺 全面通行止　解除 大町市～小谷村下寺まで通行可能となる

8月3日 6：00 小谷村 下寺　～　県境 夜間通行止 大町市～県境まで昼間通行可能となる（仮橋・仮道使用）

9月16日 10：00 ～ 小谷村 新国界橋仮道 全面通行止め 小谷村 新国界橋仮道（大雨による）

9月17日 14：30 ～ 小谷村 新国界橋仮道 解除 夜間通行止め継続

9月28日 13：00 ～ 旧国界橋 解除 大町市～県境　全面通行可能

【H7年 7・11水害 国道148号 通行規制時系列表】

全面通行止開始：H7.7.11
全面通行止解除：H7.9.28

合計：80日間

○H7.7.11水害の状況

Ｂ＝ 迂回に伴う増分経費（走行時間費用＋走行経費）×日交通量×通行止め日数

＝ １．５億円（０．０億円） 全体（残事業）

※ 金額は供用後50年間の便益として算定

光明沢付近土砂流出

8) 災害時における交通の確保

－15－



【小谷村HP 小谷村村営バス路線図】

【小谷村営バス】
北小谷地区からの通学バスを兼ねる

【バス路線の所要時間（平日1日）】

当該事業区間
バス運行本数：1２便/日（約６往復）
バス利用者数：７,７４５人/年
（H2１.4～H2２.3集計）
北小谷地区の学童人口：１４人

○バス路線区間の時間短縮

○時間短縮効果

○ 当該路線は、湯原などの北小谷地区にとって日常生活圏の中心都市である大町市に連
絡する唯一の生活道路である。

○ 通学バスを兼ねた村営バスも運行されており、安全で確実な交通の確保が切望されて
いる。

9) バス路線の利便性・信頼性向上

・国道148号はよく通行止めとなるので、通学路とす
る児童や園児を持つ親の立場から不安

※村民総決起集会（H21.4.30）より

住民の声

小谷道路 L=4.6km

148

湯原

川尻

小谷村役場

小谷中学校

小谷小学校

整備後整備後
通過時間約通過時間約99分分
（約（約22分短縮）分短縮）

整備前整備前
通過時間通過時間
1111分分

至 大町市

至 糸魚川市

0.0  5.0  10.0  15.0 

整備後

整備前整備前

整備後

（分）

11.1分

9.5分
約２分短縮

－16－



○ 国道148号には観光資源が豊富で、スキー場等の大北地域への観光入り込
み客数は年間725万人、海水浴場等の糸魚川市への観光入れ込み客数は年間
185万人となっている。

○ 道路状況が大きく改善された平成９年を境として国道148号の長野・新潟
県境部の観光目的のバスが増加した。

富山県

N

糸魚川市糸魚川市
海水浴場海水浴場

（（25.425.4万人）万人）

新潟県

白馬五竜スキー場白馬五竜スキー場
（（37.137.1万人）万人）

長野県

小谷道路

148

147

栂池高原栂池高原
スキー場スキー場

（（33.733.7万人）万人）

小谷温泉小谷温泉
（（4.74.7万人）万人）

白馬八方尾根スキー場白馬八方尾根スキー場
（（36.236.2万人）万人）

マリンドリーム能生マリンドリーム能生
（（36.336.3万人）万人）

親不知ピアパーク親不知ピアパーク
（（29.929.9万人）万人）

さのさかさのさか
スキー場スキー場

Hakuba47Hakuba47ウインターウインター
スポーツパークスポーツパーク

スキー場観光地

立山・黒部立山・黒部
アルペンルートアルペンルート
（（101.2101.2万人）万人）

○国道148号沿線の観光施設

白馬コルチナ国際スキー場白馬コルチナ国際スキー場

能生海水浴場能生海水浴場

出典：平成20年 観光地利用者統計調査結果
長野県 観光部 観光企画課

平成９年以降にバスの交通量が
平均５８台増加 ⇒ 観光客の増加

黒部ダム黒部ダム
（紅葉シーズン時）（紅葉シーズン時）

みくりが池（紅葉シーズン時）みくりが池（紅葉シーズン時）

出典：平成21年6月 バス会社ヒアリング

・昔はすれ違いが困難であり、かつ
急カーブの箇所が多かったため、
乗務員が通りたくないと言ってい
たが、今は大分道がよくなったと
感じている。

観光バス会社
（神奈川県Ｓ社）の声

白馬岩岳スキー場白馬岩岳スキー場

台/12h

0

100

200

300

S63 H2 H6 H9 H11 H17

小谷道路事業区間における
ﾊﾞｽ交通量の推移（休日）

平均２０１台

平均２５９台

平均
５８台/12ｈ

増加

出典：調査区間番号 H17センサス 1217

調査
年度

H9年2.3km →
部分供用

10) 観光消費額の増加

Ｂ＝ 観光目的バス増加台数×平均乗車人数×平均消費額×休日日数÷２（※往復考慮）

＝ ６６億円（０億円） 全体（残事業）

※ 平均消費額＝4,524円/人（北安曇の１人あたり観光諸費額） H21観光地利用統計調査（長野県）

○ 観光消費の増加額による便益の考え方

※ 金額は供用後50年間の便益として算定
－17－



○ 幅員狭小・線形不良が解消した平成９年以降、当該区間における普通貨
物車の交通量が増加した。

○ 物流業者へのアンケート結果からも、平成９年以降に他路線から国道
148号への転換が明らかで、小谷道路は物流の効率化に貢献している。

H9年度供用
長野

国道担当H9年度
以降供用

整備中

旧道（塩坂洞門）

0
Ｓ63

500

1,000

1,500

2,000

（台/12H）

H2 H6 H9 H11 H17

【普通貨物車交通量の推移 （小谷村）】

出典：道路交通センサス
（観測地点：小谷村大字北小谷字下寺）

417
529

814

1,086
1,223

1,423

平均：587台/12H

（S63～H2）
平均：1,244台/12H

（Ｈ9～H17）

１位：43回答
２位：19回答
３位：12回答
４位：7回答
５位：6回答

有効回答
１２１回答

３

糸魚

川

４

上越

５

長岡

７

長野

８
六日町

14

高崎

13

上田

15

甲府

12

松本

関東地方１都６県
（東京都、神奈川県、埼玉県、

千葉県、茨城県、栃木県、群馬県）

北陸自
動車道

Ｒ８

北陸自動車道

Ｒ８

上
信

越
自

動
車

道

Ｒ
1
8

Ｒ18

上信越自動車道

関
越

自
動

車
道

Ｒ
1
7

Ｒ253

Ｒ143

Ｒ８

Ｒ
1
7

６

白馬

Ｒ
1
4
8

２

朝日

北陸自
動車道

Ｒ８

Ｒ
1
8

五輪道路
（県道長野大町線）

Ｒ
1
4
8

北陸自
動車道

１
富山
石川

Ｒ20

中央自動車道

利用割合ＮＯ１ルート
（国道利用ルート）
利用割合約３６％

継続利用
89％

その他のルート
から転換 3％

国道18号利用ルート
から転換 8％

【H９以前のルート （国道148号利用回答者）】

出典：H21年 運送経路の選択等に
関するアンケート調査

【所要時間の短
縮 】

糸魚川市 長野市

出典：’06～’07 道路時刻表・H17センサス

Ｒ18ルート：146分

Ｒ148ルート：127分

R148ルート
19分短縮

【国道18号からルート変更した交通量 】

1,244（台/12H） × 8（％）

＝ 100（台/12H）

○ 物流の効率化支援による便益の考え方

Ｂ＝ ルート変更した交通量 × 時間短縮 × 時間価値 × 平日日数

＝ ８．５億円（０．０億円） 全体（残事業）

11) 物流幹線として物流効率化を支援

○幅員狭小・線形不良解消による普通貨物車の増加

○運送経路の選択等に関するアンケート調査結果

※ 金額は供用後50年間の便益として算定
－18－



７．費用と効果

＜コスト縮減後の費用＞

＜防災面を含む多様な便益＞

小谷道路の役割 具体的内容

基準年における
現在価値

事業全体 残事業

（
１
）
災
害
時
の
迂
回
を
含
む

走
行
時
間
短
縮
等

①

走行時間短縮便益 ◆線形の悪い狭隘区間を解消
・現道等における大型車のすれ違い困難区間が解消される。
◆小谷道路の整備により円滑な走行環境が確保
・小谷村役場～糸魚川市役所までの所要時間が約２分短縮する。

217億円 34億円

走行経費減少便益 33億円 5.0億円

②災害等迂回便益
◆冬期交通障害による通行止め等の影響を回避
・冬期の大型車によるスリップや登坂不能による通行止めが回避

9.2億円 4.0億円

③冬期便益
◆冬期におけるスムーズな交通の確保
・小谷道路は長野県と新潟県の県境山地部に位置し、降雪日が多い

ため、小谷道路の整備により冬期交通の確保を支援する。
12億円 1.8億円

④休日便益 ◆休日には観光等による交通量が増加 7.4億円 1.1億円

⑤交通事故減少便益 ◆安全な走行環境が確保され、事故件数が年間約2割削減される。 1.8億円 0.23億円

（
２
）
災
害
に
よ
る
被
害
の
回
避

⑥通行止めによる
営業停止損益の
解消

◆頻発する冬期交通障害等による通行止めを解消し、災害等に強い
信頼性の高い交通を確保

・年平均7.8回（27.9時間）の通行止めを解消
3.8億円 4.4億円

⑦救命救急施設への
アクセス向上

◆救急車到着のアクセス向上
（時間短縮エリア人口 97人）

0.40億円 0億円

⑧災害時における
交通の確保

◆災害時唯一の幹線道路として災害に強い信頼性の高い交通を確保
・H17年7・11水害の80日間の全面通行止め実績の回避

（100年に１回確率）
1.5億円 0億円

⑨バス路線の
利便性・信頼性
向上

◆湯原などの北小谷地区にとって日常生活圏の中心都市である大町
市に連絡する唯一の生活道路

・通学を兼ねた村営バスも運行されており、災害等に強い信頼性の
高い交通の確保が切望されている。

－

（
３
）
地
域

住
民
の
不

安
解
消

⑩地域唯一の道路と
しての役割

◆通行止め解消により不安感が解消
・小谷地区において、災害時の通行止めが解消することにより不安感

が解消される。

－

（
４
）
そ
の
他
効
果

⑪観光消費額の
増加

◆広域的な観光ネットワークの形成や広域交通拠点とのアクセス向
上・信頼性を確保し、観光支援。

・道路状況が大きく改善された平成9年を境に、国道148号の長野・
新潟県境部の観光バスが平均58台/12h増加。

66億円 0億円

⑫物流幹線として
物流効率化を支援

◆道路状況が大きく改善された平成９年を境に、他路線から国道14
8号に普通貨物車が転換。物流の効率化に貢献。

（H9年前 平均587台/12h→H9以降 平均1,244台/h）
8.5億円 0億円

・基準年における費用及び便益の現在価値

現在価値算出のための割引率：４％、基準年次：平成２２年度、検討年数： ５０年

基準年における現在価値

合計 事業費 維持管理費

事業全体 ３２７億円 ３２４億円 ２．５億円

残事業 ３６億円 ３６億円 ０．３６億円

＜費用と効果＞

－19－
※便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

効果（１） 効果（２） 効果（３） 効果（４）

①～⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 費用

事業全体 281億円 3.8億円 0.40億円 1.5億円 α β 66億円 8.5億円 327億円

残事業 46億円 4.4億円 0億円 0億円 α β 0億円 0億円 36億円



８．事業進捗の見込み

①残事業の内容

②今後の事業の見通し等

・早期の完成供用を目指し事業を推進する。

・計画路線は地形、土地利用状況、主要幹線道路等との接続などを勘案し
て決定したものであり、地元や関係機関等との協議によって了解が得ら
れたものである。

・事業区間（L=4.6km）の約74％の区間が供用済みとなっており、残事業区
間（L=1.2km）の供用に向け、事業を推進している。

・地元関係機関との協議及び了解により用地買収は完了し、事業は約84％
が完了している。（事業費ベース）

９．代替案等の可能性

長 野 県

小 谷 村

新 潟 県

糸 魚 川 市

姫 川

塩坂トンネル

島高架橋

至

糸
魚
川
市

小谷大橋

JR 大糸線

小谷道路 L=4.6km至

大
町
市

N

：残事業区間

：供用済区間

凡 例

148

道の駅小谷

L=2.3km
H9供用

残事業区間
L=1.2km

長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

大
字
北
小
谷
字
穴
平

(終)(起)

長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

大
字
北
小
谷
字
下
平

L=0.95km
H12供用

下
寺

須
村

L=0.2km
H18供用

光
明

・残事業区間（北小谷字穴平～同字光明・L=1.2km）の工事
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対応方針(原案) 事業継続

(理由)

・国道148号小谷道路の整備により、大型車すれ違い困難区間や事前通行
規制区間、冬期交通障害区間の解消が図られる。

・災害時の迂回解消を含む走行時間短縮や災害による被害の回避、地域住
民の不安解消等の効果が期待される。

・また、国道148号は、長野県大町市を起点とし、新潟県糸魚川市に至る
幹線道路であり、観光・物流ルートとして、また、地域の日常生活を支
える生活道路として重要な役割を担っており、地域の活性化や物流の効
率化の支援など期待される。

１０．対応方針（原案）

－21－



（参考資料）
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様式－２

費用と便益の内容

※便益は、災害時の迂回解消を含めた走行時間の短縮　等

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

一般国道１４８号 小谷道路 Ｌ＝4.6ｋｍ 一次改築 ＢＰ・現拡

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

4,600 2 北陸地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成２２年度

単純合計 243億円 4.0億円 247億円 

うち残事業分 39億円 1.0億円 40億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

324億円 2.5億円 327億円 

うち残事業分 36億円 0.36億円 36億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成２２年度

供 用 年 平成１０年度、平成２６年度

単年便益
（初年便益）

5.1億円 0.86億円 0.04億円 6.0億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

240億円 38億円 1.8億円 281億円 

うち残事業分 39億円 6.4億円 0.23億円 46億円 
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交通状況の変化（全体）

事業名：　小谷道路　　

（推計時点    Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]合計：4.6km 73.70 66.67 7.03

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

60.69 60.55③その他道路合計

①新設・改築道路
：4.6km

4,600

6.1

現道(国
道148号)
：5.5km

4,600

②主な周
辺道路

6.12

12.8

13.01

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)



（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

至 糸魚川

至 大町

新潟県
長野県

下寺

光明

きたおたり

島

塩坂

JR大糸線

外沢

穴平

外沢ﾄﾝﾈﾙ L=1,360m

姫
　
　
川 湯原

148

　小谷道路　L=4.6km(事業全体)

現道　L=5.5km

残事業
区間

L=1.2k
H9.11.25供用区間

　　L=2.3km

長野県施工

関東地整施工

（
終

）
長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村
大
字
北
小
谷
字
下
平

（
起

）
長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

　
　
　
大
字
北
小
谷
字
穴
平

新潟県施工長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

大
字
北
小
谷
字
光
明

H12.11.21供用区間
　　L=0.95km

H18.11.17
供用区間

　L=0.15km
長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

大
字
北
小
谷
字
須
村

長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

大
字
北
小
谷
字
須
村

長 野 県
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交通状況の変化（残事業）

事業名：　小谷道路　　

（推計時点    Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]合計：4.6km 68.53 66.67 1.86

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

60.69 60.55③その他道路合計

①新設・改築道路
：4.6km

4,600

6.1

現道(国
道148号)
：5.5km

4,600

②主な周
辺道路

6.12

7.8

7.84

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)



（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

至 糸魚川

至 大町

新潟県
長野県

下寺

光明

きたおたり

島

塩坂

JR大糸線

外沢

穴平

外沢ﾄﾝﾈﾙ L=1,360m

姫
　
　
川 湯原

148

　小谷道路　L=4.6km

現道　L=1.4km

残事業区間

L=1.2km

供用済区間　　L=3.4km

長野県施工

関東地整施工

（
終

）
長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村
大
字
北
小
谷
字
下
平

（
起

）
長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

　
　
　
大
字
北
小
谷
字
穴
平

新潟県施工
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様式－３②

算出の条件

事業名： 　小谷道路

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 ５０年間

社会的割引率 ４％

基準年次 平成２２年度
１時点のみ推計 ■（平成４２年）
複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

□

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

■

□

開発交通量の
考慮

有の場合のみ

推計に用いた
ＯＤ表

■
（Ｈ１７センサス）

その他（QV条件式より平均速度を算出）

速度設定の
考え方

配分交通量の
推計手法 簡易手法の

採択理由

□

推計の状況
いずれかのみ
の推計の場合

算出マニュアル
■

分析の基本的事項

交通流の
推計時点
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事業名： 　小谷道路

（３）
項目 チェック欄

考慮しない □

考慮する ■

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （107.1）　％

休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

平日と休日の交通量比を考慮

考慮しない □

考慮する ■

採用した通行止め日数（年あたり） （1.2）　日

過去8年間の実績を考慮

とり止め交通を考慮する □

とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

過去の実績値がないため

考慮しない □

考慮する ■

採用した冬期日数（年あたり） （133）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

便
益
の
算
定

休日交通の
影響 考慮する

場合のみ

災害等による
通行止めの

影響 考慮する
場合のみ

考慮する
場合のみ

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

冬期交通の
影響 降雪が最初に観測された日から最後に観測された日までの日数を考慮

通常期と冬期の速度比を考慮

採用した通行止め日数の考え方を記載
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事業名： 　小谷道路

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 維持管理費の設定根拠を記載

の 長野県管理路線の実績値から設定

算 積雪地域または寒冷地域である ■

定 その他

４．その他

雪寒費

事業費

維持管理費
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様式－４

費用の現在価値算定表（全体）
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：　小谷道路 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.0200 4.6 0.0920
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）

年次  年度 4.0% ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－5年目 H 5 1.9479 103.7 6.81 11.68
－4年目 H 6 1.8730 103.6 9.62 15.88
－3年目 H 7 1.8009 103.0 36.22 57.82
－2年目 H 8 1.7317 102.4 43.70 67.47
－1年目 H 9 1.6651 103.4 26.97 39.65

供用開始年次 H 10 1.6010 102.8 13.75 19.55 0.04 0.06
1年目 H 11 1.5395 101.3 9.53 13.22 0.04 0.06
2年目 H 12 1.4802 99.7 6.29 8.53 0.04 0.06
3年目 H 13 1.4233 98.4 0.19 0.25 0.06 0.08
4年目 H 14 1.3686 96.6 0.48 0.62 0.06 0.08
5年目 H 15 1.3159 95.4 0.48 0.60 0.06 0.08
6年目 H 16 1.2653 94.4 2.38 2.91 0.06 0.08
7年目 H 17 1.2167 93.2 2.10 2.50 0.06 0.07
8年目 H 18 1.1699 92.5 2.86 3.30 0.06 0.07
9年目 H 19 1.1249 91.7 7.24 8.11 0.06 0.07
10年目 H 20 1.0816 91.3 12.33 13.34 0.06 0.07
11年目 H 21 1.0400 91.3 10.80 11.23 0.06 0.07
12年目 H 22 1.0000 91.3 12.38 12.38 0.06 0.06
13年目 H 23 0.9615 91.3 7.05 6.78 0.06 0.06
14年目 H 24 0.9246 91.3 22.41 20.72 0.06 0.06
15年目 H 25 0.8890 91.3 9.31 8.28 0.09 0.08
16年目 H 26 0.8548 91.3 0.09 0.07
17年目 H 27 0.8219 91.3 0.09 0.07
18年目 H 28 0.7903 91.3 0.09 0.07
19年目 H 29 0.7599 91.3 0.09 0.07
20年目 H 30 0.7307 91.3 0.09 0.06
21年目 H 31 0.7026 91.3 0.09 0.06
22年目 H 32 0.6756 91.3 0.09 0.06
23年目 H 33 0.6496 91.3 0.09 0.06
24年目 H 34 0.6246 91.3 0.09 0.05
25年目 H 35 0.6006 91.3 0.09 0.05
26年目 H 36 0.5775 91.3 0.09 0.05
27年目 H 37 0.5553 91.3 0.09 0.05
28年目 H 38 0.5339 91.3 0.09 0.05
29年目 H 39 0.5134 91.3 0.09 0.04
30年目 H 40 0.4936 91.3 0.09 0.04
31年目 H 41 0.4746 91.3 0.09 0.04
32年目 H 42 0.4564 91.3 0.09 0.04
33年目 H 43 0.4388 91.3 0.09 0.04
34年目 H 44 0.4220 91.3 0.09 0.04
35年目 H 45 0.4057 91.3 0.09 0.04
36年目 H 46 0.3901 91.3 0.09 0.03
37年目 H 47 0.3751 91.3 0.09 0.03
38年目 H 48 0.3607 91.3 0.09 0.03
39年目 H 49 0.3468 91.3 0.09 0.03
40年目 H 50 0.3335 91.3 0.09 0.03
41年目 H 51 0.3207 91.3 0.09 0.03
42年目 H 52 0.3083 91.3 0.09 0.03
43年目 H 53 0.2965 91.3 0.09 0.03
44年目 H 54 0.2851 91.3 0.09 0.02
45年目 H 55 0.2741 91.3 0.09 0.02
46年目 H 56 0.2636 91.3 0.09 0.02
47年目 H 57 0.2534 91.3 0.09 0.02
48年目 H 58 0.2437 91.3 0.09 0.02
49年目 H 59 0.2343 91.3 -2.65 -0.62 0.09 0.02

  合　計 240.25 324.20 3.96 2.52

単純事業費計 242.90 3.96

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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様式－４

費用の現在価値算定表（残事業）
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：　小谷道路 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.0200 1.2 0.0240
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）

年次  年度 4.0% ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－4年目 H 22 1.0000 91.3 0.00 0.00
－3年目 H 23 0.9615 91.3 7.05 6.78
－2年目 H 24 0.9246 91.3 22.41 20.72
－1年目 H 25 0.8890 91.3 9.31 8.28

供用開始年次 H 26 0.8548 91.3 0.02 0.02
1年目 H 27 0.8219 91.3 0.02 0.02
2年目 H 28 0.7903 91.3 0.02 0.02
3年目 H 29 0.7599 91.3 0.02 0.02
4年目 H 30 0.7307 91.3 0.02 0.01
5年目 H 31 0.7026 91.3 0.02 0.01
6年目 H 32 0.6756 91.3 0.02 0.01
7年目 H 33 0.6496 91.3 0.02 0.01
8年目 H 34 0.6246 91.3 0.02 0.01
9年目 H 35 0.6006 91.3 0.02 0.01
10年目 H 36 0.5775 91.3 0.02 0.01
11年目 H 37 0.5553 91.3 0.02 0.01
12年目 H 38 0.5339 91.3 0.02 0.01
13年目 H 39 0.5134 91.3 0.02 0.01
14年目 H 40 0.4936 91.3 0.02 0.01
15年目 H 41 0.4746 91.3 0.02 0.01
16年目 H 42 0.4564 91.3 0.02 0.01
17年目 H 43 0.4388 91.3 0.02 0.01
18年目 H 44 0.4220 91.3 0.02 0.01
19年目 H 45 0.4057 91.3 0.02 0.01
20年目 H 46 0.3901 91.3 0.02 0.01
21年目 H 47 0.3751 91.3 0.02 0.01
22年目 H 48 0.3607 91.3 0.02 0.01
23年目 H 49 0.3468 91.3 0.02 0.01
24年目 H 50 0.3335 91.3 0.02 0.01
25年目 H 51 0.3207 91.3 0.02 0.01
26年目 H 52 0.3083 91.3 0.02 0.01
27年目 H 53 0.2965 91.3 0.02 0.01
28年目 H 54 0.2851 91.3 0.02 0.01
29年目 H 55 0.2741 91.3 0.02 0.01
30年目 H 56 0.2636 91.3 0.02 0.01
31年目 H 57 0.2534 91.3 0.02 0.01
32年目 H 58 0.2437 91.3 0.02 0.00
33年目 H 59 0.2343 91.3 0.02 0.00
34年目 H 60 0.2253 91.3 0.02 0.00
35年目 H 61 0.2166 91.3 0.02 0.00
36年目 H 62 0.2083 91.3 0.02 0.00
37年目 H 63 0.2003 91.3 0.02 0.00
38年目 H 64 0.1926 91.3 0.02 0.00
39年目 H 65 0.1852 91.3 0.02 0.00
40年目 H 66 0.1780 91.3 0.02 0.00
41年目 H 67 0.1712 91.3 0.02 0.00
42年目 H 68 0.1646 91.3 0.02 0.00
43年目 H 69 0.1583 91.3 0.02 0.00
44年目 H 70 0.1522 91.3 0.02 0.00
45年目 H 71 0.1463 91.3 0.02 0.00
46年目 H 72 0.1407 91.3 0.02 0.00
47年目 H 73 0.1353 91.3 0.02 0.00
48年目 H 74 0.1301 91.3 0.02 0.00
49年目 H 75 0.1251 91.3 0.00 0.00 0.02 0.00

  合　計 38.77 35.78 1.00 0.36

単純事業費計 38.77 1.00

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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車線数 延長

2 4.6km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 21,411

改良費 7,641

土工 ｍ3 148,722 150 切土、盛土

法面工 ㎡ 41,010 935 切土法面、盛土法面

アンカー工 本 1,484 871

切土補強土工 ｍ 37,871 1,515

落石雪害防止工 ｍ 615 876 雪崩予防柵

擁壁工 ｍ 1,793 640 Ｌ型擁壁、ブロック積擁壁、重力式擁壁、もたれ式擁壁等

軽量盛土工 ｍ3 30,160 2,288 ＥＰＳ工法

管渠工 ｍ 655 12 ヒューム管

函渠工 ｍ 80 216

排水工 式 1 76

構造物撤去工 式 1 61

仮設工 式 1 2 工事用道路

橋梁費 7,658

長大橋 ｍ 773 5,070

中小橋 ｍ 222 2,587 PC橋2橋、鋼橋3橋

トンネル費 4,794

ＮＡＴＭ ｍ 1,070 4,794 １本

舗装費 296

車道舗装 ㎡ 22,975 276

歩道舗装 ㎡ 5,455 20

付帯施設費 1,023

交通管理施設工 式 1 444 縁石工、防護柵工、融雪工

遮音壁 ｍ 1 579

②用地及補償費 287

用地費 ㎡ 60,438 265

宅地 ㎡ 4,150 75

田畑 ㎡ 14,430 130

山林 ㎡ 37,170 56

原野 ㎡ 4,688 5

補償費 件 5 22 家屋、小屋、電柱

③間接経費 式 1 3,602 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 25,300

路線名 箇所名

小谷道路 外沢地区～湯原地区（全体事業費）

－35－
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車線数 延長

2 4.6km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 3,491

改良費 2,363

土工 ｍ3 22,868 14 切土、盛土

法面工 ㎡ 280 140 切土法面、盛土法面

アンカー工 本 822 482

切土補強土工 ｍ 10,569 423

落石雪害防止工 ｍ 220 313

軽量盛土工 ｍ3 11,910 903 ＥＰＳ工法

排水工 式 1 28

構造物撤去工 式 1 57

仮設工 式 1 2

橋梁費 608

中小橋 m 93 608 PC橋１橋

舗装費 117

車道舗装 ㎡ 9,169 109

歩道舗装 ㎡ 2,193 8

付帯施設費 403

交通管理施設工 式 1 403 縁石工、防護柵工等

②用地及補償費 1

用地費 ㎡

宅地 ㎡

田畑 ㎡

山林・原野 ㎡

その他 ㎡

補償費 式 1 電柱移設

③間接経費 式 1 580 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

③調査設計費 式 1 175 ①+②の5%

④間接費 式 1 35 ①+②の1%（通信施設の維持修繕費等）

⑤予備費 式 1 370 ①+②+③+④の10%

全体事業費 4,072

路線名 箇所名

小谷道路 外沢地区～湯原地区（残事業費）

－36－
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